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研究成果の概要（和文）：  小児の舌と咬筋に着目して、保育園に通う幼児209名を対象に、 保護者へのアンケ
ートを実施し、 幼児には握力、 体組成、咬合力、 舌圧、 舌の厚みの測定を行った。
　舌圧（kPa）は3歳児:11.8±7.7、 4歳児:16.7±7.5、5歳児:22.1±9.5、6歳児:25.4±8.2であり、年齢と有意
に相関した。 また、舌圧は身長、体重、握力、骨格筋量と有意な相関を示した。 また、咬合力、 舌厚と有意
な相関は認められなかった。 口腔機能に問題がある児は、舌圧が低い可能性があることが示唆された。 また、
 舌圧は握力と関連を示し、身体機能や全身の筋力との関連性が示唆された。 

研究成果の概要（英文）：Focusing on the tongue and mass muscle of the child, a questionnaire was 
sent to the parents of 209 infants who attend the nursery school, and the infant measured the grip 
strength, body composition, bite force, tongue pressure and tongue thickness. The
The tongue pressure (kPa) was 3 years old: 11.8 ± 7.7, 4 years old: 16.7 ± 7.5, 5 years old: 22.1 
± 9.5, 6 years old: 25.4 ± 8.2, and significantly correlated with age. In addition, tongue 
pressure showed significant correlation with height, weight, grip strength and skeletal muscle mass.
 There was no significant correlation with occlusal force and tongue thickness. It was suggested 
that children with problems with oral function may have low tongue pressure. In addition, tongue 
pressure was associated with grip strength, suggesting an association with physical function and 
general muscle strength.

研究分野：口腔衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、幼児期に比較的多い食の問題について、解決策の一つとなるような指標づくりをt業音波エコー装
置を用いる事によって行った。食の問題点は歯列の完成や口腔機能と密接に関係しているが、今回の結果から特
に舌の圧力が有意に相関を得た。全身筋力、特に握力と舌圧との相関は高い結果となったため、今後、食に問題
行動を生じる幼児に対しては、専門家の行う舌圧測定のみならず握力測定が全身の筋肉の習熟度の判定に用いる
ことが出来ることが示唆された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
当初、摂食嚥下障害の検査は、エックス線透視による検査（VF 検査）か、内視鏡を用いた検
査（VE 検査）が主流であるが、被曝や内視鏡の挿入など、被検査者に対して侵襲があるのが、
問題とされている。本研究は、これまで研究代表者が舌の運動評価を行ってきた、超音波エコ
ー装置を用いて非侵襲的に、摂食嚥下機能を評価する方法を開発することを目的として継続的
に研究してきた。これまでの我々の研究により BIA 法によって骨格筋を測定する方法が、老年
医学より報告され、小児においても、簡便に測定できる方法としてその有用性が求められてい
ることを報告してきた。 
また超音波エコー装置を用いて摂食嚥下器官の研究を行っている機関は少ないため。これは、
超音波エコー装置がかなりの高額であることにも起因している。しかしながら、産科や乳腺科
のように被曝のリスクが高い分野では、超音波の研究は進んでおり、母胎内の胎児の表情や唇
顎口蓋裂の出生前診断など、子供に安全であり、また歯科の分野においても利用価値が高い。  
その点から、超音波エコー装置は、被曝も無く、嚥下の瞬間もこれまでの弘中の報告から観察
することは可能である。本研究では、小児の舌と咬筋に着目して、研究を行った。 
 
２．研究の目的 
 現在、摂食嚥下障害の検査は、エックス線透視による検査（VF 検査）か、内視鏡を用いた
検査（VE 検査）が主流であるが、被曝や内視鏡の挿入など、被検査者に対して侵襲があるの
が、問題とされている。本研究は、これまで研究代表者が舌の運動評価を行ってきた、超音波
エコー装置を用いて非侵襲的に、摂食嚥下機能を評価する方法を開発することを目的とした。
健康成人ボランティアに対して、四次元立体構築の可能な超音波エコー装置を用いて、顎下部
～頸部の立体画像をエコーで構築し、得られた画像 Data から、超音波立体画像を描出し、嚥
下の評価が可能なエコー断面を導出し、さらに咬筋厚を評価して低年齢児でも最適な検査手
法・手順を開発することを当初の目的とした。 
 一方で、これまで主任研究者の弘中は、摂食嚥下障害の臨床と研究を行いながら摂食時にお
ける舌運動を超音波エコー装置で観察評価することが可能であることを報告しており
（2002,2003）、超音波エコー装置の非侵襲性は、これからの超高齢社会における在宅を中心と
した医療従事者が、繰返し評価が必要となる咀嚼・嚥下器官の評価にはなくてはならないと考
える。また、研究代表者の弘中は pilot study として、超音波エコー装置で咽頭・食道入口部の
検出率について報告しており（2008,2009）、また３次元超音波エコー装置を用いた摂食・嚥下
器官の評価方法の開発（科学研究費基盤 C 平成 22-24：研究代表者：弘中祥司）にて３次元的
観察方法は実践可能となった。幼児の咬合力は年齢とともに増加し、 握力や重心動揺等の全身
的な発育との関連が多く報告されているが、骨格筋量との関連の報告は少ない。成人では CT
や DEXA 法等で X線を用いて、骨格筋量を測定しているが、幼児での安全かつ簡便な測定法はま
だ確立されていない。本研究では成人で広く使用されている多周波バイオインピーダンス法（以
下多周波 BIA 法）の有用性から舌と頬筋の計測法を検討するとともに、幼児の咬合力と全身の
骨格筋量との関連を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
対象は3歳から6歳の保育園に通う幼児236名のうち, 舌圧測定が実施困難だった児27名と実
施可能であった児 209 名を対象に、 保護者へのアンケートの実施、舌圧は JMS 舌圧測定器を用
いて行った。調査項目は、性別、 年齢、 身長、体重、咬合力、握力、咬筋（筋厚、 脂肪厚）、 
下腿後面（筋厚、脂肪厚）、 下腿周囲長、 骨格筋量、 体脂肪量とした。 咬筋厚の測定には
GE 社製の Volson E8 を用いた。また、多周波 BIA 法は BioSpace 社製の InBody S10 を用いた。 
 
４．研究成果 
 舌圧（kPa）は 3歳児:11.8±7.7、 4 歳児:16.7±7.5、5歳児:22.1±9.5、6歳児:25.4±8.2
であり、年齢と有意に相関した。 
/ 
   表：年齢ごとの測定値 
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                         図：各年齢における最大舌圧値 
 



 また、舌圧は身長、体重、握力、骨格筋量と有意な相関を示した。 また、咬合力、 舌厚と有
意な相関は認められなかった。 
 
  表：計測項目間の相関行列          表：年齢因子を除外した相関行列 
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 発音がしにくい、 噛まない、飲み込めないなど、 機能的な問題がある児は、舌圧が低い可能
性があることが示唆された。最大舌圧は年齢とともに増加を示した。 また、 舌圧は握力と関
連を示し、 舌圧は身体機能や全身の筋力との関連性が示唆された。 また、 幼児期において、 
舌圧は発音や食事との関連性が示唆された。 
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